
【機密性２】

被保険者が亡くなられて、相続人の方が
申請される場合は、申請される方の氏名・
住所・振込口座を記入してください。

※被保険者証の記号と番号、生年月日
の欄は、亡くなられた「被保険者」の記号と
番号、生年月日を記入してください。

記入誤りが多い✔

被保険者が亡くなられた場合の記入方法

退職後に申請する場合の記入方法

退職後の申請の場合は、在職時の記
号と番号を記入してください。

亡くなられた「被保険者」の記号と番号、
生年月日を記入してください。

申請される「相続人の方」の
氏名・住所・電話番号を記入してください。

申請される「相続人の方」の振込口座を
記入してください。

在職時の記号と番号、
を記入してださい。



【機密性２】

② 被保険者の仕事の内容
仕事の具体的な内容をご記入ください。
（例「経理担当事務」、「自動車組立」等）
2回目以降の申請や退職後の申請でも必ず記入してください。

記入漏れが多い✔

⑤-１ 傷病の原因
傷病手当金は、仕事とは関係ない病気やけがで療養した際に
支給されるものです。
仕事中以外での傷病は、「１」をご記入ください。

傷病の原因が「２．仕事中（業務上）での傷病」、「３．
通勤途中での傷病」の場合は、業務災害の可能性があり
ますので労働基準監督署にご相談ください。

記入誤りが多い✔

記入誤りが多い✔

①-1 申請期間（療養のために休んだ期間）に報酬を受けましたか。

３ページ「事業主記入用」を確認して、ご記入ください。
・申請期間中に支給された報酬の記入あり → 「１．はい」
・申請期間中に支給された報酬の記入なし → 「２．いいえ」

３ページ「事業主記入用」の記載されている支給された報酬に誤りがあ
る場合は、事業所担当者にご確認いただき、正しい証明に訂正のうえ、
①‐2を「1」とご記入ください。



【機密性２】

勤務状況

・出勤の有無に関わらず、申請期間の対象「年」、「月」を記入してください。
・出勤した日を「〇」で囲んでください。
なお、所定労働時間内に一部でも勤務時間があれば出勤に含みます。
・有給、公休、欠勤については記入不要です。
・待期期間の初日を早退した場合は、「早」と記入してください。

記入誤りが多い✔

記入誤りが多い✔

報酬等の支給状況

出勤していない日の給与に対して、

給与の支給なし（欠勤控除済み含む） → 記入不要

給与の支給あり（有給や固定給など） → 記入してください

証明日

・必ず証明した日付を記入ください。
証明は、申請期間経過後の日付を記入ください。

記入漏れが多い✔



【機密性２】

0 5
記入例①

申請期間の給与の支払いは一切ない場合（給与締:月末）

申請期間:令和5年６月１日～令和５年６月30日

給与締日:月末

出勤した日:なし

給与の支払状況:なし

記入不要0 6

記入不要

記入例②

申請期間の給与の支払いは扶養手当のみ
満額支給している場合（給与締:月末）

申請期間:令和5年６月１日～令和５年６月30日

給与締日:月末

出勤した日:なし

給与の支払状況:基本給0円、扶養手当10,000円

記入不要0 5 0 6

0 5 0 50 6 0 60 １ ３０ １００ 0 0

出勤の有無に関わらず満額支給している扶養手当は記入。
支払いのない基本給は記入不要。



【機密性２】

0 5
記入例③

申請期間に有給休暇がある場合（給与締:月末）

申請期間:令和5年６月１日～令和５年６月30日

給与締日:月末

出勤した日:なし（6月9日と6月28～30日は有給休暇）

給与の支払状況:

基本給:0円

有給手当36,000円（日給9,000円×4日分）

記入不要0 6

記入例④

申請期間中の出勤している日に対して
基本給の支払いがある場合（給与締:月末）

申請期間:令和5年６月1日～令和５年６月30日

給与締日:月末

出勤した日:6月1日～6月5日、6月8日～6月12日、

6月14日～6月14日

給与の支払状況:

基本給90,000円（申請期間の欠勤控除をしている）

住宅手当10,000円（出勤の有無に関わらず満額支給）

出勤した日のみ〇をつける

0 5 0 6

0 5 0 50 6 0 60 １ ３０ １００ 0 0

申請期間の欠勤控除がされている基本給の記入不要。
出勤の有無に関わらず満額支給している住宅手当は記入。

有給手当は支払った期間ごとに記入。
支払いのない基本給は記入不要。

0 5 0 50 6 0 60 ９ ０９ ９０ 0 0

0 5 0 50 6 0 6２８ ３０ ２７０ 0 0

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇


